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世帯数 （＋１）1,267※（　）内は前月比

秘境駅：雄信内駅 ～今月の駅ノート～
今月の「駅ノート」は、築90年以上と云われる駅舎の雄信内駅です。

栄えていた頃の面影を残す、手書き看板
と、大正14年開業の雄信内駅舎

※雄信内駅を通過する、下り特別急行
　サロベツ1号　稚内行

平成29年(2017)6月28日(水)くもり／むしあつい

この駅名のひびきが面白く5年位前に電車に乗ってい

た時、知りました　いつか下車してみたいと想い、今、

実現しました。紋穂内エキから来ました。これから12:07

に乗ります。約2時間あっという間すごしました。いろいろ

な発見があり、楽しかったです。一関　◯◯　ゆかり

PS.雄信内駅は「おのっぷない」だけど、地名は「おのぶな

い」なのですネ！！

あっ今、ダンプが来ました。ちょっと建物ゆれました。木造

駅舎を是非[木造駅舎遺産]のような形で保存してほ

しい！！こわしてしまうのはあまりにも悲しい。維持は大

変なことはわかっています。

≪取材記者・鉄道大好き　Ｔ≫
5年越しの、ご来駅。雄信内駅に強い想いを抱かれている方のようですね！ 記者も町内8駅の内、
一番好きな駅です。ザ・昭和ともいうべき、国有鉄道時代は木造駅舎が代表的な駅舎の形として、
君臨していた時がありましたが、近年では駅員無配置駅が増え、老朽化のために解体され、か
つて貨物列車最後尾に連結されていた車掌車のリサイクル版待合室の駅が多くなりました。上
下列車の行き違いや積雪期の除雪拠点としての使用が無ければ、ここも貨車駅(通称ダルマ・ヨ
タロウ)になっていたかもしれません。風情ある駅舎のまま維持される事を願ってやみません。
駅所在地は、天塩川対岸の天塩郡天塩町オノブナイとの混同を避けるため、天塩郡幌延町雄興
とされているようです。南側には下平隧道(トンネル)開通以前の旧線の下平鉄橋跡(現町道⇒川
を渡らない橋＝下平橋)・上雄信内駅跡もあります。
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が
り
、
か
き
氷
や
そ
う

め
ん
と
い
っ
た
冷
た
い
食

べ
物
が
恋
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

■
さ
て
、
ど
こ
も
か
し
こ

も
お
祭
り
で
大
賑
わ
い
の

こ
の
シ
ー
ズ
ン
、
お
祭
り

も
も
ち
ろ
ん
満
喫
し
つ
つ
、

幌
延
の
自
然
に
癒
さ
れ
る

ひ
と
と
き
は
い
か
が
で
す

か
。
と
い
う
の
も
、
先
日

は
じ
め
て
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原

を
散
策
し
た
の
で
す
が
、

鳥
の
さ
え
ず
り
と
風
に
揺

れ
る
草
花
が
日
々
の
慌
た

だ
し
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
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昨
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は
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う
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ま
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一
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す
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●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●
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わ
が
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の
第
二
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ら
で
す
。

　
さ
ら
ち
ゃ
ん
は
お
姉
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ゃ
ん
が

大
好
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で
、
最
近
は
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姉
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ゃ
ん

と
お
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り
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あ
る
ブ
ラ

ン
コ
で
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も
ら
っ
て
毎
日
笑

顔
で
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に
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っ
て
ま
す
。
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も
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妹
二
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仲
良

く
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顔
、優
し
く
育
っ
て
ね
。
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嫌
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た
く
さ
ん
の
人
か
ら
た
く
さ
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の

愛
情
を
も
ら
っ
て
、
思
い
や
り
の

あ
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
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まちの魅力“再発見”シリーズ No.1「幌延ビジターセンター」

利用時間：9：00～17：00（5～10月（無休））、　冬期間閉鎖（11～4月）入館無料

　幌延町の魅力やすばらしさを町民の皆さんに広く知っていただくため、町内の観光スポットや見どころ
をシリーズで紹介します。既に見たことがある場所も、季節や天気によって景色や感じ方は大きく変わり
ます。「まちの魅力」を探しに出かけましょう。
　今月号は、下沼にある利尻礼文サロベツ国立
公園「幌延ビジターセンター」を紹介します。
センター内にはサロベツ原野に息づく動植物の
生態を、映像や写真などで分かりやすく紹介す
る展示コーナーや観察用の望遠鏡が設置されて
います。また、センター前からパンケ沼まで片
道約３kmの自然探勝路（木道）があり、多くの
植物や野鳥を見ることもできます。

ほろのべの窓　2017.8月号▶　20


